
地域内・同業種でも
格差あり

地場企業ＤＸの推進について

【DXの側面から見た市内企業の分類イメージ】

ＤＸについての知見・ノウハウを得られる
環境が少なく、活用意欲や技術の選択肢
が無い。

デジタル技術の活用意欲・理解ともに
あるが、課題と適切なデジタル技術の
結び付けが難しい。

自社でデジタルに係る人材を確保
することができ、自社の課題に沿った
デジタル技術を導入できる。

 スマートシティ長井実現事業の取組の一環として、庁内DX・まちづくりに続き、地場企業DX支援の取り組みを開始。
 DXコンテストでの優良事例発表・横展開も視野に、希望企業への伴走支援・モデル事例創出を進めていく。

資料５

【当市の取組方針】

①

②

※10人以上雇用

している事業所など

③

※飲食業、個人事業主など

 企業訪問し、事例を学ぶ
 導入・展開に資する「コツ」の開拓

 デジタル専門人材の識見をベースに
DX活用検討について個別議論

 商工会議所にてDX関連セミナー・
相談会を展開

 必要に応じ、②同様個別議論

地場企業の
経営改善・拡大
⇒持続可能性拡大

モデル開拓・
DXコンテストを通じた展開
⇒地域総体でのDX加速


